
（様式第 4号）         武石地域協議会武石地域協議会武石地域協議会武石地域協議会    会議概要会議概要会議概要会議概要 

 

1 審議会名  武石地域協議会  

2 日  時  平成 23年 8月 24日 午後 7時 00分から午後 9時 00分まで 

3 会  場  武石地域自治センター 第 1会議室     

4 出席者   新井繁雄委員、上野正司委員、大沢春樹委員、柿嶌祐子委員、北沢賢二委員、清住

章雄委員、清住洋子委員、越 博徳委員、小宮山昌武委員、小山洋江委員、下村孝

明委員、滝沢由美子委員、中嶋和夫委員、橋詰真由美委員、樋澤たえ子委員、松代

典之委員、森美由紀委員、柳沢裕子委員（欠席 2名）竹内利通委員、松井幸夫委

員、 

5 市側出席者 伊藤地域自治センター長、木藤地域振興課長、山口市民生活課長、近藤健康福祉課

長、牛山産業観光課長兼建設課長、掛川武石教育事務所長、児玉地域振興課長補佐 

6 公開・非公開等の別   公開  

7 傍聴者  0人    記者  0人 

8 会議概要作成年月日 23年 9月 2日  作成部局課名 武石地域自治センター 地域振興課 

協 議 事 項 等 

1 開会（滝沢副会長） 

 

2  会長あいさつ（清住会長） 

①これまで 3回雲渓荘について協議した。皆さんいろいろお考えと思う。このことについては、さらに 

議論を深めていかねばならないと思っている。②今回は、オフトークについて協議いただくほか、報告 

事項がある。③短い時間だがよろしく協議願いたい。 

 

3 センター長あいさつ（伊藤センター長） 

 ①本年はアメリカシロヒトリの大量発生年と報道されている。武石地域も被害が広がる恐れがあるので 

対応したい。②市では、市内の放射線量の測定を計画している、測定器が入り次第市内の主な場所の数値 

を測定し、公開していきたい。③小牧線の状況だが、10月には仮設道路を開通させて通行止めを解 

除したい。④本日の協議を宜しく願いたい。 

 

4 協議事項 

オフトークについて 

【資料説明】（事務局） 

①オフトーク通信の代替案について 

②市の情報伝達の対応と課題について 

③オフトークアンケートの集計グラフと考察について 

機材の老朽化のため、代替え案を検討していたオフトークについて、4月の地域協議会では「オフ

トークに代わる情報伝達手段のあり方について地域協議会としての方向を定める。」ということで了承さ

れている。8月に NTTから、数年後にオフトーク事業を終了したいという意向が示されたので、地域

振興課においてオフトークに替わる情報伝達について検討したので説明する。 

代替案 

①丸子テレビの回線に音声装置を取り付け放送を受信する方法 

②地域自治センターに音声再生装置を設置し、そこに電話をかけて情報を入手する方法 

③このような武石独自の方法によらず、メール配信サービスなど市の方式に合わせる。 

 

【主な質疑・意見】 

(委員)アンケートでは半分以上が音声放送を必要としている。武石地域では、説明の 3案のうち、どれか

を選択するということか。 

(事務局）この 3案を基本に考えたい。 

(委員)将来、上田市全体ではどういう考えを持っているか。 

(センター長）有線放送は、市営では塩田有線が廃止となったので真田有線のみ、民間の音声放送は丸子

と川西がある。市全体の情報伝達としては、CATVの専用チャンネルによる放送があるが、緊急性のある



情報伝達手段として、新たにメール配信を中心に考えていくことで決まっている。それ以外では、自治会

にお願いして情報伝達を図る。広報車等を使う。半鐘を鳴らす。などがある。古くからある方法だが、災

害時の情報伝達として優れている。結論としては、様々な手段を複合させていくということ。今後、武石

独自の放送を行うとすれば、加入者負担は避けられないと思うが、アンケートの結果を見れば、負担の金

額次第で加入者が変わってくると思われる。 

(委員)丸子 TV回線を利用する案がよい。携帯を使うのは高齢者等には難しい。また、時間が来たら自動

的に放送されるのならいいが、自分で情報を取りに行くのは難しい。 

(委員)代替案を地域全体に聞いていたのではまとまらないので、検討委員会を設けるなどして、準備をし

ていかなければならない。 

(会長)NTTの撤退まで数年あるが、来年度には方向性を出さねばならないと思うが、行政はどうか。 

(事務局）そのとおりと思う。 

(センター長)今日の協議で、音声放送継続の意見が多く、自分で聞きに行く手段はニーズがないことがわ

かった。今後の方向として、音声放送を考えるということで進めていきたいと思う。 

(委員)この負担を基金を使ってできないか。 

(センター長)全額は無理だが、補助という形なら考えられると思う。 

 

【協議のまとめ】 

今回の協議では、オフトークの代替三案について協議が行われたが、具体的な費用負担やシステムの詳

細が現時点では確定できないことから、今後も協議を継続し、より具体的な論議を進めていくことで了承

された。 

 

5 報告事項 

（1）診療所の運営について 

 ①年度別患者数の推移 H18～H22 

 ②診療収入の状況  

 ③介護保険診療収入 

 ④年度別歳入歳出決算状況の推移 

  
（2）武石地域自治センター庁舎の状況について 

  

【その他】 

(委員) 丸子スポーツクラブから体育祭のお知らせ。 

   10月 2日（日）8時から 武石総合グラウンドにて開催 

 

【次回日程】 

協議の末 9月 28日(水) 午後 7時 本会場と決定する。 

 

6 閉会（滝沢副会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


